
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
貸
金
業
者
の
登
録
の
取
消
し 

（
商
工
経
営
支
援
課
）　

　

一

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

（
農
村
振
興
課
）　

　

一

〇
公
有
水
面
埋
立
て
の
し
ゅ
ん
功
認
可 

（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　

　

一

〇
道
路
の
区
域
決
定 

（
道　

路　

課
）　

　

二

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
変
更
の
届
出 

（
建
築
安
全
推
進
室
）　

　

三

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
四
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

地
域
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

大
久　

良
晴

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
新
田
四
丁
目
九－

三
十
四　

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
医
療
住
民
及
び
高
齢
者
並
び
に
障
害
者
に
対
す
る
医
師
等
の
医
療

技
術
者
を
紹
介
す
る
事
業
を
行
い
、
医
業
者
の
不
足
を
緩
和
し
て
地
域
医
療
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
号

　

次
の
貸
金
業
者
に
つ
い
て
、
貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
二
十
四
条
の
六
の
五
第
一
項
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
七
日
貸
金
業
者
の
登
録
を
取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

宮
城
県
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商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
キ
ュ

ウ
エ
イ
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス

代
表
者
の
氏
名

及
川
克
也

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

仙
台
市
若
林
区
沖
野
一
丁
目
三

十
六
番
七
号

登
録
番
号

宮
城
県
知
事
（
一
）

第
〇
二
二
五
四
号

登
録
年
月
日

平
成
十
八
年
十

一
月
二
十
六
日

地　

区　

名

太
郎
左
ェ
門

名
子
沢

事　

業　

の　

名　

称

た
め
池
等
整
備
事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

工
事
完
了
年
月
日

平
成
二
十
一
年
三
月
十
九
日

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
九
日



三　

埋
立
区
域

　

１　

位　

置

　
　
　

第
二
種
福
貴
浦
漁
港
区
域
内

　
　
　

石
巻
市
狐
崎
浜
字
鹿
立
屋
敷
三
十
八
番
、
十
七
番
及
び
十
一
番
地
先
公
共
空
地
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　

２　

区　

域

　

次
の
各
点
の
う
ち
①
の
地
点
か
ら�
の
地
点
ま
で
順
次
に
直
線
で
結
ん
だ
線
及
び�
の
地
点
と
①
の
地
点
を
結

ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　

①
の
地
点　

石
巻
市
狐
崎
浜
字
鹿
立
屋
敷
三
十
八
番
に
設
置
さ
れ
た
基
点
Ａ
２
（
北
緯
三
八
度
二
一
分
〇
二
秒

五
一
、
東
経
一
四
一
度
二
六
分
二
九
秒
九
〇
）
か
ら　

一
二
五
度
二
二
分　

五
・
九
二
メ
ー
ト
ル

の
地
点

②
の
地
点　

①
の
地
点
か
ら　
　

五
八
度
一
二
分　
　

三
・
八
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

③
の
地
点　

②
の
地
点
か
ら　
　

六
一
度
四
五
分　
　

六
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

④
の
地
点　

③
の
地
点
か
ら　
　

二
五
度
二
五
分　
　

五
・
九
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑤
の
地
点　

④
の
地
点
か
ら　
　

一
三
度
二
四
分　
　

七
・
一
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑥
の
地
点　

⑤
の
地
点
か
ら　
　

六
二
度
三
一
分　
　

五
・
四
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑦
の
地
点　

⑥
の
地
点
か
ら　
　

七
八
度
五
六
分　
　

五
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑧
の
地
点　

⑦
の
地
点
か
ら　
　

八
〇
度
五
四
分　
　

五
・
二
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑨
の
地
点　

⑧
の
地
点
か
ら　
　

七
八
度
四
二
分　
　

五
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑩
の
地
点　

⑨
の
地
点
か
ら　
　

八
〇
度
五
五
分　
　

五
・
三
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑪
の
地
点　

⑩
の
地
点
か
ら　
　

八
九
度
二
七
分　
　

五
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑫
の
地
点　

⑪
の
地
点
か
ら　

一
〇
〇
度
二
七
分　
　

六
・
六
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑬
の
地
点　

⑫
の
地
点
か
ら　

一
一
三
度
五
八
分　
　

八
・
六
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑭
の
地
点　

⑬
の
地
点
か
ら　

一
三
〇
度
一
八
分　
　

六
・
四
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑮
の
地
点　

⑭
の
地
点
か
ら　

一
四
一
度
四
三
分　
　

六
・
三
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑯
の
地
点　

⑮
の
地
点
か
ら　

一
四
五
度
五
五
分　
　

六
・
一
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑰
の
地
点　

⑯
の
地
点
か
ら　

一
四
〇
度
五
〇
分　
　

三
・
一
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑱
の
地
点　

⑰
の
地
点
か
ら　

一
三
六
度
一
二
分　
　

四
・
八
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑲
の
地
点　

⑱
の
地
点
か
ら　

一
三
一
度
四
〇
分　
　

二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑳
の
地
点　

⑲
の
地
点
か
ら　

一
三
一
度
四
〇
分　
　

二
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　

⑳
の
地
点
か
ら　

一
二
六
度
二
三
分　
　

五
・
一
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

一
二
〇
度
四
一
分　
　

五
・
四
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

一
一
七
度
〇
三
分　
　

六
・
四
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

二
三
八
度
五
八
分　

四
九
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

三
二
七
度
三
〇
分　
　

〇
・
六
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

二
三
八
度
五
三
分　

八
二
・
四
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

一
五
〇
度
五
五
分　
　

〇
・
六
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

二
三
八
度
五
八
分　
　

二
・
六
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

三
二
八
度
五
九
分　
　

四
・
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

五
八
度
五
二
分　

六
〇
・
九
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

３　

面　

積

　
　
　

四
、
〇
八
三
・
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

平
成
十
八
年
一
月
十
七
日　

宮
城
県
（
漁
整
）
指
令
第
四
十
三
号

五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
又
は
町

　
　

石
巻
市

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

決
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

坂
本
古
川
線

三　

道
路
の
区
域　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

第2079号　平成21年７月31日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

区　
　
　
　
　
　
　

間

大
崎
市
古
川
米
倉
字
上
屋
敷
一
〇
三
番
三
地
先
か

ら同
市
古
川
稲
葉
四
四
番
一
地
先
ま
で

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

三
〇
・
〇
〜

六
二
・
六

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

八
三
三
・
〇

備　
　

考

　

大
崎
市
道
古
南
中

央
線
と
の
重
複
に
よ

り
供
用
開
始
が
あ
っ

た
も
の
と
み
な
す



変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
百
四
十
六
号

三　

道
路
の
区
域　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

中
田
栗
駒
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙

台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

仙
台
岩
沼
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙

台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
二
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
構

造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

届
出
者
の
名
称

　
　

株
式
会
社
建
築
構
造
セ
ン
タ
ー

二　

変
更
後
の
届
出
者
の
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